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１２月定例会 １２月定例会 

　

平
成　

年
第
４
回
鶴
ヶ
島
市
議
会
定
例

２５

会
が　

月　

日（
水
）か
ら　

月　

日（
金
）

１１

２７

１２

１３

ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

１７

た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
を　
１３

件
と
議
員
提
出
議
案
を
４
件
審
議
し
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
３
日
間
に
わ
た
り
、　

人
１５

の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

平成２５年第４回定例会の日程（会期１７日間）
開会
議・議案第２号採決

諮問第１、２号、議案第５６～６６号上程

本会議１１/２７
諮問第１、２号、議案６６号採決

議案第５６～６５号委員会付託
本会議２９

付託議案審査総務産業建設常任委員会１２/２
付託議案審査文教厚生常任委員会３
付託議案審査予算決算常任委員会４
一般質問（５人）本会議１０
一般質問（５人）本会議１１
一般質問（５人）本会議１２
議・議案第３号、意見書案第２号、３号採決、

議案第５６～６５号採決

閉会
本会議１３

条　

例　

等
委

員

会

審

査

委

員

会

審

査

�

鶴
ヶ
島
市
債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

　

市
民
負
担
の
公
平
の
確
保
及
び
円
滑

な
行
財
政
運
営
の
た
め
、
市
の
債
権
の

管
理
に
係
る
事
務
処
理
に
関
し
て
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

�

こ
の
条
例
が
必
要
な
理
由
と
条
例

の
内
容
は
。

�

秘
書
政
策
課
長　

市
が
保
有
す
る

債
権
の
管
理
は
、
債
権
の
種
類
に

応
じ
た
事
務
処
理
手
続
が
必
要
で
あ
り
、

債
権
の
回
収
及
び
整
理
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
債
権
管

理
の
統
一
的
な
事
項
を
明
確
に
す
る
。

ま
た
、
債
権
の
放
棄
は
議
会
の
議
決
が

必
要
で
あ
る
が
、
条
例
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
円
滑
な
事
務
処
理
を
進
め
、

そ
の
結
果
は
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
に

な
る
。

�

債
権
連
絡
協
議
会
の
設
置
な
ど
今

後
の
体
制
に
つ
い
て
。

�

秘
書
政
策
課
長　

各
課
の
債
権
管

理
に
つ
い
て
、
お
互
い
の
管
理
事

務
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
進

め
る
。

�

鶴
ヶ
島
市
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
計
画
作
成

議案第５６号ＱＡＱＡ議案第５７号

�

保
険
年
金
課
長　

延
滞
金
の
割
合

を
当
面　

・
６
㌫
か
ら
９
・
２
㌫

１４

に
引
き
下
げ
る
予
定
で
あ
る
。
平
成　
２４

年
度
の
延
滞
金
の
徴
収
額
は　

万
２
０

１３

０
円
で
あ
る
。
若
干
下
が
る
と
予
想
し

て
い
る
が
、
延
滞
の
日
数
、
金
額
に
よ

っ
て
変
わ
る
た
め　

年
度
の
延
滞
金
の

２６

額
は
、
見
積
も
っ
て
い
な
い
。

�

鶴
ヶ
島
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

い
わ
ゆ
る
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改

正
に
伴
い
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
資
格

の
例
外
規
定
に
、
生
活
の
本
拠
を
共
に

す
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た

者
を
加
え
る
も
の
で
す
。

�

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒
の
学

校
給
食
費
に
係
る
債
権
を
放
棄
す
る
も

の
で
す
。

�

時
間
外
の
徴
収
や
故
意
に
払
わ
な

い
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

日
中

不
在
の
家
庭
は
、
職
員
２
人
で
夜

間
に
戸
別
訪
問
し
、
納
付
の
必
要
性
の

説
明
と
滞
納
給
食
費
の
支
払
い
を
求
め

て
い
る
。
資
力
の
あ
る
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
戸
別
訪
問
の
強
化
、
支
払
督
促

等
、
法
的
措
置
に
よ
り
厳
格
に
対
応
し

て
い
く
。

�

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

Ａ議案第６０号議案第６３号ＱＡ議案第６４号

等
の
た
め
に
本
市
に
派
遣
さ
れ
た
職
員

に
災
害
派
遣
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

�

災
害
派
遣
手
当
の
額
と
災
害
派
遣

要
請
の
方
法
は
。

�

安
心
安
全
推
進
課
長　

派
遣
の
日

数
や
滞
在
施
設
で
異
な
る
が
、
い

わ
ゆ
る
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
に　

日
を

６０

超
え
て
滞
在
す
る
場
合
は
、
日
額
５
１

４
０
円
。
そ
の
他
の
施
設
に　

日
を
超

６０

え
て
滞
在
す
る
場
合
は
、
日
額
３
９
７

０
円
で
あ
る
。
派
遣
要
請
は
、
復
興
計

画
の
作
成
等
に
必
要
な
関
係
行
政
機
関

に
対
し
て
行
う
。

�

鶴
ヶ
島
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
延
滞
金

の
割
合
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

�

市
財
政
へ
の
影
響
額
は
。

�

高
齢
者
福
祉
課
長　

延
滞
金
の
割

合
を
当
面　

・
６
㌫
か
ら
９
・
２

１４

㌫
に
引
き
下
げ
る
予
定
で
あ
る
。　

月
１１

１
日
現
在
の
延
滞
金
の
額
は
約
２
２
０

万
円
で
あ
る
が
、
延
滞
日
数
、
金
額
に

よ
っ
て
変
動
す
る
た
め
、
今
後
の
延
滞

金
の
額
は
、
見
積
も
っ
て
い
な
い
。

�

鶴
ヶ
島
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
延
滞
金

の
割
合
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

�

市
財
政
へ
の
影
響
額
は
。

ＱＡ議案第５８号ＱＡ議案第５９号Ｑ

鶴ヶ島市債権管理条例を可決！鶴ヶ島市債権管理条例を可決！


